






昭和 56 年度本小委員会は,先天異常モニタリングシステム確立のための基礎的研究を重ね

,以下のような成果を得た。 

安田は,先天異常の発生数がポアソン分布をするとして,これまでに利用されてきた統計的

方法,すなわち Z 法および累積和法の他に,逐次検定法を開発し,日本全国で実施されてい

る先天性代謝異常症の資料を利用して,これらの方法の特徴を比較検討した。(1)Z 法は一

時的な変化を検出するのに適していること,しかしながら異常値を見過す誤りの評価がな

いこと,(2)累積和法は漸進的変化を監視するのに適しており,特に変化を勾配として視覚

でとらえるのに適している。(3)逐次検定法は,検定期間を任意に調整することができる点

で,Z 法および累積和法の両方の特徴をそなえており,さらに取りすぎの誤り,見過しの誤

りもそれぞれ評価しているので,対象となる先天異常に柔軟な対応ができると評価してい

る。逐次検定法が先天代謝異常症の資料について応用されたのは勿論はじめてであり,今後

このような単因子遺伝性疾患ではなく,外表奇形,精神遅滞などの資料について,この逐次

検定法を応用し,他の方法との比較検討を行うことにより,先天異常モニタリングにおける

統計的方法としての最終的評価をする予定である。なお今回,統計的方法検討のために例と

して用いた先天代謝異常症は,いずれも常染色体劣性遺伝形質であり,その発生頻度が急に

変化するとは考え難く,今回鋭敏にとらえられた発生頻度の変化は,真の意味の発生頻度の

変化ではなく,これに関与しているヒトの側の問題,あるいはシステムの問題を鋭敏に反映

していることが指摘され,先天性代謝異常症のような発生頻度の大きな変動が起こらない

と推測される疾患を,このモニタリングシステムのなかに入れておくことにより,システム

そのもののモニタリングが行える可能性を示している。 


